




































研 究 課 題 中世近世の諸経疏の総合的調査研究





































































































































































































































年代は貞和２年（1346 年）11 月 12 日。筆者は良ショ
ウ（変換不可：羊の下に水）。内容に関しては経文の書
写であるので、論疏として特筆すべきものは無い。然
し注目すべきは、全ての文字に博士（音位を明確に楽
譜に表したもの）が施してあり、この全てが声明で唱
えられるように書かれていることである。書き込みに
は朱も足されており、事細かに記されている。音の高
さや振り仮名、息継ぎ等まで細部に渡っている。虫食
いがあり、全てを解読することはできないが、「首尾
独声」と記されていることから、受戒の際などに、声
明師が１人で唱えたのであろうか。現行でも潅頂の際
には、声明衆が式中に裏方として声明を唱えているが、
当時は受戒の際にも同様の事が行われていた可能性が
ある。現在では忘れられた、貴重な資料である。
更には、『梵網経』の後に恵心僧都源信作『天台圓
宗三大部鉤名目』の中に説かれる、「四十八輕戒略頌」
（仏全 31、379 中）が載せられ、同じく博士が付さ
れている。
２）研究内容
研究分担者（関口）は、三観思想について研究して
いる。中世における三観の捉え方を研究するにあたり、
青蓮院所蔵の三観義末疏を実見した。
『恵心流口傳　智一心三観』
著者並びに書写年代は不明。１枚の紙に書かれた書
である。字体から見て南北朝時代のものかと思われる。
内容は自然・万物のありのままをうたった詩で記さ
れている。中には「金谷ノ春ノ花～」という一文もあり、
源氏物語の引用を思わせる。また、「法花ヲモ行ゼズ、
止観ヲモ修セズ、一塵三惑ヲモ断ゼズ、一句ノ法ヲモ
悟ラズ。」などの文章は、正に本覚思想のものであり、
現実世界のありのままの相を肯定する思想である。
中世の叡山、中興の祖良源の下には、源信と覚運と
いう２人の代表的弟子がいた。後世では彼らの流派を
恵心流・檀那流と称し、それぞれの思想を本覚思想・
始覚思想と位置づけた。本覚思想は先述の通り、現実
を肯定的に捉えることで、衆生の本来の在り方、自由
にして無作為な生き方こそが、仏の相そのものである
と観るものである。天台におけるその基本構造は、「生
死即涅槃」や「煩悩即菩提」などの語によって代表さ
れるが、空思想による不二の立場から、現実の而二の
立場に立ち返り、さらにはその現実の立場こそを肯定
的に見ることから起こっている。本覚思想の発展とし
ては、このような物の見方が出来る状態を、簡単に言
えば一心三観を修していることと同じであると考えら
れ、その一心三観をあまりにも強調していくようにな
る。言わば、それを持っていることだけに執着してい
く。後にこの思想は口傳という形で伝えられ、その思
想を書き記した書を相伝することを、切紙相承と呼ぶ。
今回調査したものは正にこれである。おそらくはこの
書に記された思想を了解し、その通りに万物を捉えら
れるようになることが、智の一心三観を体得したとい
うことなのであろう。
④　研究の課題と発展
この調査により、さまざまな観点による解釈、緻密
な校訂の書物を撮影することができ、多くの意義ある
結果を得た。特に戒律関係の書物においては、皇室出
身の僧の出家並びに受戒の在り方を確認し、又その思
想の中に浄土宗系の信と戒を結びつけたものを調査す
ることができた。更には、戒律を遵守することが仏道
成就の根本であり、追っては成仏の起因となることは
仏教創始以来の基本的解釈であったが、浄土思想の普
及により死後に極楽往生するための要因と考えられる
ようになっていたことが確認できた。しかしながら、
撮影した書物の中には写本のもの、虫食いが進んでい
るもの、記家文字で書かれたものなどが含まれており、
それらの書物を読解し、完全に理解することは容易で
はない。今後もさらなる検討と研究を重ねていく予定
であり、この調査が中世における仏教思想やその変遷
を探っていく上で、後々意義を持つと思われる。
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